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2017 年 12月 7日 

報道機関 各位 

東北大学病院 

東北大学大学院医学系研究科 

 

東北大学病院及び東北大学大学院医学系研究科は、超高齢社会の到来により重要

性がより一層高まっている「総合診療」について、2 日間にわたる公開フォーラム
並びに公開シンポジウムの連動企画を実施します。いずれも参加は無料です。 

一日目となる 12月 16日（土）には、文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形
成事業」に選定されている 15 大学が一堂に会し全国多種多様な課題を抱える総合
診療のあり方を議論します。二日目の 12月 17日（日）には、宮城県における総合
診療のあり方を多職種の視点から深く掘り下げます。これらの連動企画により、全
国及び宮城県における総合診療が抱える課題解決を目指すことで、地域医療のさら
なる充実が期待されます。 

つきましては、本企画について市民の方々に広く周知していただくとともに、当
日は取材の上、紙面、番組等でご紹介くださいますようお願いいたします。 

 

＜連動企画概要＞ 

■イベント① 
イベント名：文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業 テーマ B 
      リサーチマインドを持った総合診療医の養成 第 5回公開フォーラム 

      「未来につながる総合診療医の育成に向けて～地域と教育とリサーチ
の視点から～」 

日   時：平成 29年 12月 16日（土）10：00〜17：00 

場   所：東北大学医学部開設百周年記念ホール（星陵オーディトリアム） 

対   象：日本全国の地域医療の在り方に興味、問題意識のある方 

内   容：丸山浩 氏（文部科学省高等教育局医学教育課大学病院支援室長）、 

呉繁夫 氏（東北大学東北メディカルメガバンク機構副機構長）、 

鈴木康之 氏（日本医学教育学会理事長、岐阜大学教授） 

による基調講演。 

テーマ B 選定 15 大学による現状報告。全国を代表する総合診療関係
者による総合討論。 

 

■イベント② 
イベント名：東北大学「コンダクター型総合診療医」養成プログラム 

      東北大学病院公開シンポジウム 

      「地域の総合診療を考える～多職種連携と総合診療～」 

日   時：平成 29年 12月 17日（日）9：15〜13：00 

日本全国及び宮城県の総合診療のあり方を考える連動企画を開催 

‐多職種で構築する地域医療の充実を目指して‐ 



場   所：東北大学医学部開設百周年記念ホール（星陵オーディトリアム） 

対   象：地域医療の在り方、特に宮城県内の地域医療の状況や多職種で構築す
る総合診療に興味、問題意識のある方 

内   容：佐々木昌弘 氏（厚生労働省健康局がん・疾病対策課長）による基調講
演。 

宮城県の地域医療を支える多職種（宮城県行政官、医師、歯科医師、
看護師、薬剤師、ケアマネージャー、管理栄養士、理学療法士）によ
るパネルディスカッション。 

 

＜参加申し込み方法＞ 
東北大学「コンダクター型総合診療医」養成プログラムの website

（http://www.conduct.hosp.tohoku.ac.jp/）から、各イベントの申し込みフォームに
てお申込みください。 

または、東北大学病院 総合地域医療教育支援部宛て、FAX（番号：022-273-6289）
にて、①参加希望イベント名、②氏名、③所属・職、④連絡先を明記の上、お申込
ください。 

なお、準備の関係上、出来る限り事前お申し込みをお願い致します。もちろん当
日のご参加も歓迎致します。 
  

＜取材の申し込みについて＞ 
 取材を希望される場合は、以下までお問合せください。 

 

東北大学病院 広報室 

〒980-8574 仙台市青葉区星陵町 1-1   

TEL：022-717-7149  

FAX：022-717-8931 

Mail：pr@hosp.tohoku.ac.jp 



平成25年度より開始されました「未来医療研究人材養成拠点形成事業」のうち、
テーマBでは、各選定大学の理念や強み、特色、地域性等を活かして、地域の医
療機関や市町村等と連携しながら、将来の超高齢社会における地域包括ケアシ
ステムに対応できるリサーチマインドを持った優れた総合診療医等を養成する
ことが目的とされました。そこで、本事業の最終年度にあたり、これまでの実績
を踏まえ、未来につながる総合診療医の育成に向けて闊達な議論を期待します。

未来につながる
総 合 診 療 医 の
育 成 に 向 け て
～地域と教育とリサーチの視点から～

第 5 回 公 開 フ ォ ー ラ ム

文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業
テーマB：リサーチマインドを持った総合診療医の養成

主催／東北大学　後援／日本プライマリ・ケア連合学会（予定）、その他

※本フォーラムは「日本プライマリ・ケア連合学会の専門医・認定医の更新単位および認定薬剤師の認定単位」、「日本医師会の生涯教育認定単位」の取得
申請中です。

● 仙台市営バス
JR仙台駅西口バスプール発10、13、91番のりば「大学病院経由」行き
乗車「大学病院前」下車（約15分、180円）。

● 仙台市営地下鉄
地下鉄仙台駅より南北線泉中央方面行きに乗車「北四番丁駅」にて下
車（約5分、200円）。北2出口より山形方面へ徒歩15分。

● タクシー
JR仙台駅西口タクシープールより「東北大学医学部・星陵地区」で到
着（約10分、1,300円前後 ）。

48

北四番丁通り

北六番丁通り

東北大学
病院

地下鉄南北線
北四番丁駅
（約800m）

医学系
研究科

東北メディカル・
メガバンク機構

大学病院前
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10:00–10:05 〈開会挨拶〉 里見進（東北大学総長） 
10:05–10:40 〈基調講演1〉 文部科学省担当官
10:50–12:00 〈各大学の活動報告1〉東京慈恵会医科大学、名古屋市立大学、札幌医科大学、長崎大学、九州大学、岡山大学、島根大学
13:00–13:45 〈基調講演2〉 呉繁夫（東北大学東北メディカル・メガバンク機構副機構長）
13:50–15:10 〈各大学の活動報告2〉大阪大学、三重大学、富山大学、新潟大学、東京大学、千葉大学、筑波大学、東北大学
15:15–16:00 〈基調講演3〉 鈴木康之（岐阜大学医学教育開発研究センター教授／日本医学教育学会理事長）
16:05–16:55 〈総合討論〉 「未来につながる総合診療医の育成に向けて～地域と教育とリサーチの視点から～」
 鈴木康之（岐阜大学医学教育開発研究センター教授／日本医学教育学会理事長）、前野哲博（筑波大学附属病院総合臨床

教育センター部長／総合診療グループ長）、生坂政臣（千葉大学医学部附属病院副病院長／総合診療科教授）、樂木宏美
（大阪大学医学部附属病院副病院長／老年・総合内科学教授）

 座長：竹村洋典（三重大学大学院医学系研究科臨床医学系講座家庭医療学分野教授）、石井正（東北大学病院総合地域医療教育支援部教授）
16:55–17:00 〈閉会挨拶〉 五十嵐和彦（東北大学大学院医学系研究科長）
17:00–19:00 〈交流会〉 事前申込・会費制 

［プログラム］

日時／2017年12月16日［土］ 10:00 –17:00（交流会 17:00 –19:00）

会場／東北大学星陵キャンパス 星陵オーディトリアム2階 講堂
対象／ご興味のある方はどなたでもご参加いただけます。（要参加登録）
参加登録方法／下記Webサイトにアクセスし参加登録してください。
https://secure.hosp.tohoku.ac.jp/pr/forum2017/

参加登録期限／2017年11月30日［木］（参加費無料）

検 索コンダクター型　総合診療医

駐車場のご用意はございませんので公共交通機関でお越しください。!

託児所あり
ご希望の方は11月10日［金］
までご登録ください。



文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業「テーマB リサーチマインドを持った総合診療医の養成」
東北大学「コンダクター型総合診療医」養成プログラム

～多職種連携と総合診療～

参加申込書

※参加票を発行しますので、
1名ずつお申し込みください。

お名前

託児所のご利用※11月10日［金］まで／生後6ヶ月以上

希望しない　 ・　　希望する　　（ご希望の場合は電話番号をお知らせください：　　　　　　　　　　　　　）

ご職業 ご所属

（市町村名　　 　　　　　　　　　　）

FAX番号

東北大学病院  公開シンポジウム
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2017年12月17日［日］ 9:15～12:50（8:45開場）
東北大学星陵キャンパス 星陵オーディトリアム2階講堂

入場無料・要事前申込／先着250名／託児所あり
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駐車場のご用意はございませんので
公共交通機関でお越しください。!

本シンポジウムは「日本プライマリ・ケア連合学
会の専門医・認定医の更新単位および認定薬
剤師の認定単位」、「日本医師会の生涯教育認定
単位」の取得申請中です。

［個人情報の保護について］
今回ご提供いただいた個人情報は東北大学病院
の個人情報保護方針に基づき適正かつ厳正に管
理いたします。また、本シンポジウムに関する確認
や参加票発行の目的以外には利用いたしません。

［問い合わせ］ 
TEL:022-717-7587
東北大学病院 総合地域医療教育支援部
（平日9:00～17:00）

［プログラム］
● 開会挨拶：五十嵐和彦（東北大学大学院医学系研究科長） 
● 基調講演：「行政の立場から地域の総合診療を考える」
 佐々木昌弘（厚生労働省健康局がん・疾病対策課長） 
 ［座長］ 石井正（東北大学病院総合地域医療教育支援部長）
● パネルディスカッション：「地域の総合診療を考える～多職種連携と総合診療～」
 1. 齊藤稔哲（気仙沼市立本吉病院長）
 2. 佐藤和宏（宮城県医師会副会長・船岡今野病院長） 
 3. 小湊純一（宮城県ケアマネジャー協会理事・事務局長）
 4. 阿部朋美（石巻市医師会附属訪問看護ステーション管理者）
 5. 伊藤清世（訪問栄養サポートセンター仙台、複合型介護施設さくらビレッジ・管理栄養士）
 6. 北村哲治（仙台市薬剤師会会長）　
 7. 小寺光彦（登米市立登米市民病院理学療法士長兼経営管理部技術副参事）
 8. 千葉隆政（宮城県保健福祉部次長）
 ［座長］ 小幡篤（みちのく総合診療医学センター長）、佐々木直英（登米市立上沼診療所長）
● 総合討論
● 閉会挨拶：八重樫伸生（東北大学病院長）
［参加申込］ 
本申込書をFAXでお送りいただくか、QRコードからメールでお申し込みください。
（携帯メールからお申し込みの場合、「symposium2017@conduct.

hosp.tohoku.ac.jp」からのメールを受信できるように設定をお願いいたします）

FAX：022-273-6289

［対象］ ご興味のある方はどなたでもご参加いただけます。
［申込期限］ 託児所希望の方：11月10日［金］／一般の方：11月30日［木］

（生後6ヶ月以上）
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